職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
化学メーカーの有機合成研究部門で◯年、医薬中間体および機能性材料の合成ルート開発を担当しています。ラボでの反応スクリーニングと条件最適化から、パイロットスケールでの工程検証、製造部門への技術移管まで一貫して携わり、常時◯テーマを並行して進めてきました。収率と工程数だけでなく、不純物挙動や溶媒・廃液の取り扱いも含めて工程を組み立てることを意識しています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：医薬中間体・電子材料向け有機化合物を開発・製造する化学メーカーの合成研究部門（部門◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：有機製品開発
【担当業務】
・医薬中間体の合成ルート探索と反応条件最適化（常時◯テーマ並行）
・パイロットスケール（〜◯L）での反応検証、熱・撹拌条件を含む工程設計
・GC・HPLC・NMRによる反応追跡、不純物プロファイルおよび純度の評価
・製造部門向け技術移管資料の作成と量産立ち上げ時の立ち会い対応
【実績】
・クロスカップリング工程の触媒・塩基・溶媒を見直し、収率を◯%から◯%へ改善。精製工程の負荷も下がり、単位あたりの溶媒使用量を約◯%削減した
・◯工程の合成ルートを見直して保護基操作を省き、工程数を◯工程に短縮。パイロット段階で不純物の生成挙動を事前に把握し、量産移管後の条件変更依頼を◯件に抑えた


■活かせる経験・知識・スキル
・有機合成（クロスカップリング・還元・酸化・保護基操作）と反応条件の系統的検討
・GC・HPLC・LC-MS・NMR・IRの操作とスペクトル解析
・スケールアップ検討（熱収支・撹拌・除熱、危険性評価に基づく作業手順作成）
・ChemDraw・SciFinder・Reaxysによる文献調査とルート設計、技術移管資料の作成
■資格
・危険物取扱者 甲種（20XX年X月取得）
・有機溶剤作業主任者技能講習 修了（20XX年X月）
■自己PR
反応の進行と副生成物の出方を分析データから読み解き、ルートを組み替えられることが強みです。医薬中間体のクロスカップリング工程では、副生成物の生成経路を推定した上で触媒・塩基・溶媒の組み合わせを検討し、収率を◯%から◯%へ改善するとともに、後工程の精製負荷を下げることができました。入社後も、ラボ段階から製造条件を見据えた検討を行い、量産移管時の手戻りが少ないプロセス提案で貢献したいと考えています。
以上
